
会⻑就任のご挨拶 

私は ARRN の会⻑に就任致しました、リバーフロント研究所代表理事の⾦尾健司です。 

はじめに、ARRN のメンバーの皆様、並びに関係者の皆様のご⽀援のもと ARRN の活動を⾏うこと

ができ、深く感謝申し上げます。また、これまでに会⻑を務められた⽟井信⾏先⽣、Zipping Liu 先⽣、

Suk Hwan Jang 先⽣のご尽⼒に敬意を表します。 

この ARRN の活動は、⼈々の出会いと誇りに⽀えられた良好な河川の保全・再⽣が創り出す健全な⽔

循環系及び歴史・⽂化と共存する地域社会の実現を⽬指します。その成果として、アジア・モンスーン

地域に相応しい河川再⽣の⽅法論を確⽴すること、その際には、⾼い⼈⼝密度、頻発する⽔災害、豊か

な⽔⽥などアジアの特徴を前提としなければならないと考えています。アジアの歴史・⽂化的⼟壌は⼈

間活動と⾃然との調和であり、⻑年の⼈間活動により形成された⾵⼟は、⽂化と同様に⾃然にとっても

重要であります。 

私たちは類似した⾃然・社会環境を保有するアジア・モンスーン地域として、河川再⽣の技術を構築

することが緊急の課題だと考えています。そのためにはこの ARRN がアジアにおける河川再⽣の担い

⼿の出会いの広場として、連携基盤の役割を担わなければならないと考えます。今後、ARRN は河川再

⽣を担う様々な⼈々（市⺠、実務者、⾏政関係者、学識者、企業等）が幅広く参加し、それぞれが適切

な役割分担のもと、河川再⽣に関わる新たな技術体系、事業、提⾔、意識共有を創り出す場を提供しま

す。 

そのためには各国内外の河川再⽣に関する優れた事例、知⾒、技術、⼈材、仕組み等の信頼度の⾼い

情報を蓄積し、参加者で共有する仕組みを整備します。  

最後に私は河川の再⽣は、治⽔や利⽔と同じく、⼈類の存続に不可⽋であると考えます。  

今後とも、河川・流域再⽣技術に関する情報共有が拡がるよう、ARRN の積極的な活動を進めていき

たいと考えております。引き続き皆さまのご理解とご協⼒を賜りますよう⼼よりお願い申し上げます。 
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